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Abstract
　　After the Opium War （1839-1842）, the Qing Dynasty signed the 
Treaty of Nanking with the United Kingdom. As part of the terms, four 
additional “treaty ports” were opened to foreign trade, along with Can-
ton, Amoy （Xiamen）, Foochow （Fuzhou）, Ningpo （Ningbo）, and Shang-
hai, where foreign merchants would be allowed to trade with anyone 
they wished. After that, the Qing government received a directive from 
Zuo Zongtang to construct a shipyard in Fujian Province. In 1866, the es-
tablishment of Foochow Arsenal and Fuzhou Naval College were com-
pleted. The shipyard invited many foreigners to be staff at first because 
few Chinese were trained in navigation and marine engineering. There-
fore in the second-generation of leadership at the Foochow Arsenal, Min-
ister Shen Baozhen, recognized the need to cultivate talented people in 
China. Taking advantage of French overseer Prosper Marie Giquel’s re-
turn to France to buy materials for shipbuilding, Shen Baozhen dis-
patched five students overseas to France and the U.K. Fuzhou Naval 
College dispatched four groups, a total of 86 students, of students to Eu-
rope from 1877 through 1900. These students were dispatched to West-
ern countries to study military affairs, and after they returned to China, 
these students served important posts in the Navy or in other roles that 
supported the Qing government. After that, the Qing government began 
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to dispatch students to Japan.
　　The Overseas Guide Hall Report was issued by the Overseas Guide 
Hall, which was organized in 1902 by an overseas student group. Within 
the report was a document establishing the hall, the staff list, the hall’s 
accounts, books available at the hall, the instruments available at the hall 
and student records. The report can be considered a valuable resource 
for understanding the situation of the students in Japan at that time. 
There is a column called “The roster of Qing’s overseas students” in the 
report. This report recorded students’ name, age, registration, date of en-
try, school, and specialization. The Overseas Guide Hall Report was is-
sued five times from 1902 to 1904. The author used the reports to make 
graphs, investigate the situation of students from Fujian province over 
the three-year period, and compare it with the experience of students 
from other provinces.
  In 1906, the newly established Ministry of Education adjusted the policy 
concerning studying abroad in Japan and established the “Regulations for 
the Management of Overseas Students.” In the same year, the Overseas 
Student Supervision Office was established. This organization handled 
the affairs of the overseas students and started issuing the Government 
Gazette. In the Government Gazette, information about each school, the 
number of overseas students, students’ grades, changes in students’ qual-
ifications, the income and expenditures of each province, investigations of 
students who became sick, and students’ involvement in school affairs 
are concretely recorded. For example, the first edition of the Govern-
ment Gazette published in December 1906 presented topics such as 
memeorial to the emperor, official documents, investigative reports on 
funding, and educational records. Through the “investigative report,” we 
can understand and confirm the status of officially funded overseas stu-
dents from Fujian or other provinces. The author also collects statistics 






























　第二章は『清国留学生会館報告』を中心に 1902 年から 1904 年までの福
建省留日学生の状況を考察する同時に、他省の留日学生との比較を通じて、
福建省留学生の特徴をまとめる。














































































































































































第一期 0 2 1 1 8 0 14 12 0 0 0 0 0 38
第二期 0 0 0 0 2 0 1 2 1 1 1 0 1 9
第三期 10 0 3 0 5 5 7 0 0 3 0 0 0 33
第四期 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 6





イギリス フランス ドイツ スペイン アメリカ 合計
第一期 10 25 0 2 1 38
第二期 2 6 1 0 0 9
第三期 20 13 0 0 0 33

















　清国留学生会館とは 1902 年旧暦 2 月 21 日に東京駿河台鈴木町で設立さ
れた留学生の組織を指している。『清国留学生会館第一次報告』によれば、
留学生会館の起源は「留学生たちの団結力の発達」であり、会館の発達は








































































　統計によると、まずは 1902 年の留学生総数は 600 人足らずであり、官
費生と私費生の人数も大体差がなかった。人数が十位以内に位置している
省は江蘇省の 130 名、湖北省の 90 名、浙江省の 66 名、広東省の 64 名、
湖南省の 51 名、安徽省の 34 名、福建省の 31 名、八旗の 27 名、四川省の





私費生は 107 名であり、湖北省の官費生は 71 名、私費生は 19 名であり、
浙江省の官費生は 27 名、私費生 39 名である。その他、八旗出身の 27 名
の留学生は全員官費で渡日し、安徽省、山東省、河南省などの内陸の省の
留学生も官費生の人数がかなり多い特徴が明らかにしている。一方、福建

























































福建省 0 2 0 5 2 0 2 4 0 6 0 6 0 4 4 27
湖北省 2 0 19 0 7 2 38 1 1 7 0 3 4 6 71 19
湖南省 0 1 7 4 14 3 0 10 2 10 23 28
浙江省 6 0 3 0 1 1 14 8 0 5 0 14 3 11 27 39
江蘇省 2 1 0 3 1 0 17 7 1 24 0 14 0 18 2 40 23 107
直隷省 2 0 15 0 2 0 0 1 0 2 1 6 20 9
安徽省 2 0 1 1 19 2 3 0 0 5 0 6 25 14
広東省 1 1 0 5 2 0 1 9 26 0 0 8 0 2 0 9 30 34
広西省 1 0 0 1 1 1
四川省 7 2 1 2 0 1 0 1 8 6
江西省 1 0 2 0 1 1 0 1 1 5 5 7
八旗 1 0 26 0 27 0
東三省 1 1 1 1
陝西省 0 1 0 1 0 2
山東省 10 0 10 0
河南省 7 0 7 0
貴州省 1 6 1 0 2 6














　筆者は福建省留日学生の人数変化図（1902 年―1904 年）【図 3】、1902
年福建省留日学生の分布図【図 4】または 1904 年福建省留日学生の分布
図【図 5】の作成を通じ、具体的に当時福建省留日学生の特徴を分析する。
1902 年から 1904 年の福建省の留日学生は四つの特徴があると思われる。
　一つ目は、官費生より自費生のほうが圧倒的に多い。福建省留日学生の
総人数変化は他省との差異は顕著でないが、官費生と私費生の比率は変化
した。官費生の人数が 1904 年の年始までも 5 名であるが、1904 年の 9 月
に 36 名に急増した。その一方、私費生の変化は穏やかで、1904 年の年始



















よそ総人数の三分の一に当たる（帝国大学 2 名、早稲田大学 5 名、日本法
律学校 1 名、陸軍士官学校 3 名）。1904 年になると、その人数が 26 名に
増えたが、総人数も増加したので、割合はあまり変化がなかった（早稲田
大学 3 名、法学院大学 3 名、東京高等工業学校 2 名、大阪高等工業学校 2

















































　『官報』の刊行は光緒 32 年 2 月（1906 年）から宣統 2 年 12 月（1910













【表 4】「各省官費留学生数変化表」を作成し、1907 年から 1911 年までの
各省官費留学生数の変化を考察した。
　【表 4】を通じて、以下の 3 点が分かる。一つ目は、1907 年の官費留学
生数は 2500 名を超え、1904 年の 1249 名より倍増した。その中で、留学
生派遣数は一番多かった省は相変わらず湖北省であり、他に 100 名以上の
留学生を派遣した省は湖南省、江西省、江蘇省、浙江省、奉天省、山東省





























学部 212 57 39 37 30 27 24
奉天省 158 122 54 56 54 36 32
吉林省 7 6 6 6 6 6 7
直隷省 102 100 85 84 76 70 61
江蘇省 198 197 132 129 116 109 92
安徽省 31 34 25 31 25 25 11
山東省 100 91 66 66 73 74 66
山西省 75 92 66 75 62 50 42
河南省 85 83 51 52 46 47 38
陝西省 43 43 33 32 28 27 20
福建省 48 93 71 68 56 54 37
浙江省 181 179 132 158 75 82 76
江西省 199 207 187 180 169 164 131
湖北省 458 404 246 264 226 203 137
湖南省 332 313 201 195 176 180 163
四川省 97 94 90 107 79 72 65
広東省 82 87 55 53 43 55 56
広西省 27 27 12 11 2 3 4
雲南省 75 84 41 50 45 44 18
貴州省 46 36 24 24 22 20 12


















省の官費留学生数は 1907 年に留学生を派遣した 20 つの省（学部を含む）
の中で 15 位となり、1908 年は第 9 位、1909 年は第 8 位と第 9 位、1910


































た。また、実藤恵秀は経緯学堂は 1910 年に廃校されるまで 6 年間に入学
者は 2862 人、卒業生は 1384 人であったと指摘している 32）。
　「経緯学堂の福建速成師範科」は明治 39 年（1906 年）の 10 月に設置さ
れ、明治 40 年（1907 年）5 月に卒業したクラスであり、人数が 52 人、福
建籍の学生が 49 人である。（2 人が湖北籍、1 人が安徽籍）。また、成績表




























同治帝に上奏した。その後、福建船政学堂は 1877 年、1882 年、1886 年、









報』を通じ、1902 年―1904 年と 1906 年―1911 年の福建省留日学生を考
察した。まず『清国留学生会館報告』は清国留学生会館から発行されたも
のとして、留日学生の活動と会館の記録に関する報告である。「同学姓名
報告」という記事は留日学生の姓名、年齢、本籍地、東京に到着時間、費
別、学校及び科目などを具体的に記載しており、筆者は福建省の留学生を
取り上げ、図表を作成し、留学生の変化と特徴を分析した。1902 年から
1904 年までに、福建省の留日学生の特徴は（1）自費で日本に留学する学
生が圧倒的に多い、（2）予備校を通っていた学生が多い、（3）福州地方出
身の学生は他の地域出身の学生より多い、または（4）他省の官費で留学
する学生と福建官費を利用する他省の学生が存在していたことが確認でき
た。
　三つ目は 1906 年に新設された清国学部は日本留学の政策について大幅
な調整をし、『管理日本遊学生章程』を制定し、留学生に対する管理が強
化された。その同時に、『官報』の刊行が始めた。『官報』には主に「奏
章」、「文讀」、「調査報告」、「経費報銷」、「学界記事」などの記事が設置さ
れ、筆者は主に「調査報告」一欄を通じて、留日学生の状況を考察した。
「調査報告」には観察員が報告した各学校の状況、学生の出席状況、入学
者、転校生、退学者の氏名、卒業生の成績、留学生が病気によって入院と
退院の状況などを登載するので、当時留日学生の近況を把握することに対
しては非常に参考価値がある史料と言える。筆者は記載している報告を利
用し、図表を作成した。そこで、1906 年以後の福建省留日学生は、官費
生数が前期と比べて増加していることが分かる。その他、特に師範学校、
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商業学校、工業学校その三つの学校に入学者が多い特徴がある。また、福
建省はかなり多くの師範専攻（速成と普通科）の留学生を派遣しているこ
とが『官報』の記載からも確認できた。
　清末の福建省留学生の特徴と変化などを検討したが、留学生個人の特性、
日本での留学生活などは充分に分析ができず、また不十分なところも多い。
そして、民国時代に入ると、福建省の留学生にはまたどのような変化が生
じたのか。これらについても今後の課題にしたいと考えている。
